
           ７ 東京都立三鷹中等教育学校 

解答例 

 

適性検査Ⅰ 

１ １００点 

〔問題１〕 ３０点 

⑴ 大勢が主張している意見に流された方がよいという考え方。 

⑵ 自分で自分のことを決めつけてしばってしまう考え方。 

 

〔問題２〕 ２０点 

自分はどうせ光の役に立てないのだとあきらめてしまうのではなく、思ったまま

に心をこめて接してみれば、二人の関係はもっとよくなるはずだということ。 

 

〔問題３〕 ５０点 

（省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



適性検査Ⅱ 

１ ４０点 

〔問題１〕 １３点 

 

  

〈一個の数字を表す４本の縦
たて

線の配列〉 〔   ４０   〕種類 

〈説明〉 

４本の線のはばが２、２、２、１のとき〔２・２・２・１〕と表すと、 

４本の線のはばの和が７となるような４個の数の組み合わせは、 

〔４・１・１・１〕、〔３・２・１・１〕、〔２・２・２・１〕の３通りである。 

〔４・１・１・１〕のならべ方は４の場所によって、〔２・２・２・１〕のならべ方

は、１の場所によってことなるので、それぞれ４通りある。 

また、〔３・２・１・１〕のならべ方は、 

〔３・２・１・１〕〔３・１・２・１〕〔３・１・１・２〕〔２・３・１・１〕 

〔２・１・３・１〕〔２・１・１・３〕〔１・３・２・１〕〔１・３・１・２〕 

〔１・２・３・１〕〔１・２・１・３〕〔１・１・２・３〕〔１・１・３・２〕 

の１２通りある。 

よって、４×２＋１２＝２０より、全部で２０通りのならべ方がある。 

ここで、一番左のたて線が黒の場合と白の場合で、同じならべ方でも別の種類になる。 

したがって、２０×２＝４０より、全部で４０種類ある。 



〔問題２〕 ２７点 

 

  

＜容器に入っているお菓子
か し

＞お菓子Ａ〔 ６ 〕個、お菓子Ｂ〔 ２ 〕個 

＜お菓子Ａ、お菓子Ｂがどのように容器に入っているか＞ 

おかしＡは、高さの１２ｃｍを二つならべて２４ｃｍ、 

たての５ｃｍを三つならべると１５ｃｍとなる。 

おかしＢは、たての１２ｃｍを二つならべて 

２４ｃｍがつくれる。横はもともと１５ｃｍである。 

容器の横は２４ｃｍ、たては１５ｃｍだから、 

おかしＡとおかしＢでつくった２４ｃｍと１５ｃｍを、図（単位はｃｍ）のように 

それぞれ合わせることができる。残りのおかしＡの横９ｃｍとおかしＢの高さ 

５ｃｍを合わせると、容器の深さ１４ｃｍとぴったりになる。 

＜お菓子の合計金額が最も高くなることの説明＞ 

合計金額は１００×６＋１６０×２＝９２０より９２０円、 

おかしＡの体積は５×９×１２＝５４０より５４０ｃｍ３、 

おかしＢの体積は１２×１５×５＝９００より９００ｃｍ３であり、 

容器の体積は２４×１５×１４＝５０４０より５０４０ｃｍ３である。 

おかしＢの個数を決めて、おかしＡの個数を増やした時に、初めて合計金額が 

９２０円をこえるとき、おかしＡとおかしＢの体積の合計を調べる。 

Ｂ６個、Ａ０個のとき、合計金額が９６０円、体積の合計が５４００ｃｍ３ 

Ｂ５個、Ａ２個のとき、合計金額が１０００円、体積の合計が５４８０ｃｍ３ 

Ｂ４個、Ａ３個のとき、合計金額が９４０円、体積の合計が５２２０ｃｍ３ 

Ｂ３個、Ａ５個のとき、合計金額が９８０円、体積の合計が５４００ｃｍ３ 

Ｂ１個、Ａ８個のとき、合計金額が９６０円、体積の合計が５２２０ｃｍ３ 

Ｂ０個、Ａ１０個のとき、合計金額が１０００円、体積の合計が５４００ｃｍ３ 

どの場合でも体積の合計が容器の体積５０４０ｃｍ３をこえる。 

よって、おかしＡ６個、おかしＢ２個の合計金額９２０円が最大である。 

おかしＢ おかしＢ 

おかしＡ おかしＡ 
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２ ３０点 

〔問題１〕 １６点 

 

〔問題２〕 １４点 

 

 

３ ３０点  

〔問題１〕 １４点 

 

〔問題２〕 １６点 

 

（１）（選んだ一つを○で囲みなさい。） 

ペットボトル     紙 

〈選んだ製品の循
じゅん

環
かん

利用率〉 ６３．８   ％  

〈答え〉    ペットボトル   の方が高い。 

（２） 

〈共 通 点〉  衣服もペットボトルもリサイクルによって別の製品になる。 

〈異
こと

なる点〉 衣服は古着として再びはん売されることでリユースされるものが 

あるが、ペットボトルはリユースされていない。 

（選んだ一つを○で囲みなさい。） 

カード１     カード２ 

衣服の回しゅうサービスを利用することにより、まだ着られる衣服を可燃ごみと

してすてることが少なくなり、リユースやリサイクルされる衣服が増えるので、じ

ゅんかん利用率が高まる。 

〔液体〕   液体Ｅ   液体Ｆ 

〔説明〕 液体Ａの記録に１を足しそれを２倍した数を求め、記録がその数以上で 

ある液体は、食器用せんざいを２０てき入れたときは液体Ｅと液体Ｆと液  

体Ｇで、食器用せんざいを４０てき入れたときは液体Ｅと液体Ｆだから。 

図６から時間がたつとまくの液体が下に移動することがわかるので、わくを上下

反対にすると液体の量がより多い方が上側になり、再びまくの上側の厚さがうすく

なってやぶれるまでにさらに時間がかかるから。 


